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研究課題名：安全性・経済性向上を目指した MA 核変換用窒化物燃料サイクルに関する研究

開発 

研究代表者（研究機関名）：高野 公秀（日本原子力研究開発機構） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：村上 毅（電力中央研究所） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：有馬 立身（九州大学） 

研究期間及び研究費：平成２８年度～令和元年度（４年計画） ３００百万円 

項 目 要  約 

１．研究の概要 放射性廃棄物の減容・有害度低減に貢献するマイナーアクチノイ

ド（MA）の核変換に関して、高濃度MA含有に適した窒化物燃料と乾

式処理による核変換専用の燃料サイクルの実現を目指し、安全性・

経済性向上の観点から燃料製造技術、核変換（燃焼）時の燃料安全

性挙動、及び燃料処理技術に関する研究開発を実施し、概念開発段

階から工学規模の原理実証段階に進むための技術的見通しを得る

ことを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）燃料製造技術開発

２）燃料安全性挙動評価

３）燃料処理技術開発

２．総合評価 
Ａ ・ADS等における窒化物燃料を実用化するために、準工学的段階へ

の道筋が得られており、重要な成果が挙げられていると評価がで

きる。

・核燃料開発においては、健全時の特性評価だけでなく、破損、溶

融した状態での挙動についても検討が必要と考える。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


